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第８次大和市総合計画・後期基本計画（案）について（答申） 

 

 

 平成２４年７月２６日付けをもって諮問を受けました第８次大和市総合計画・後期基本計画

（案）について、慎重に審議を行い、その結果、別紙のとおり意見を取りまとめました。後期

基本計画の策定あたっては、本年１月１５日に提出した施策の評価に関する提言の内容を加味

しながら、できる限りその趣旨を反映するようお願いいたします。 
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第８次大和市総合計画・後期基本計画（案）に対する意見 

 

１ 将来人口について 

○ 将来人口については「およそ２３万人」とすることが適当と思われます。 

 

２ 土地利用の方針について 

○ 土地利用の方針については、長期的な視点による施策展開が必要であることから、従前からの方

針を踏襲し、前期基本計画と同様とすることが適切と考えます。 

 

３ 計画の体系について 

○ 後期基本計画において対応すべき課題や、前期基本計画に対する施策の評価結果を十分踏まえ、

市民から見てより分かりやすい計画体系となるよう、以下のように個別目標を再編してください。 

（人の健康）  

基本目標１ 一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち 

個別目標１－１ 心身の健康を維持・増進する 

個別目標１－２ いつでも必要な医療が受けられる 

個別目標１－３ 高齢者や障がい者への支援を充実する 

個別目標１－４ 助け合う福祉の仕組みづくりを推進する 

基本目標２ 子どもが生き生きと育つまち 

個別目標２－１ 子どもの健康と安全を守る 

個別目標２－２ 子どもの生きる力を育む 

個別目標２－３ 子どもを産み育てやすい環境をつくる 

 

（まちの健康） 

基本目標３ 安全と安心が感じられるまち 

個別目標３－１ 災害への対応力を高める 

個別目標３－２ 生活の安全性を高める 

個別目標３－３ 航空機による被害を解消する 

基本目標４ 環境を守り育てるまち 

個別目標４－１ 地球にやさしく活動する 

個別目標４－２ 水や空気をきれいにする 

個別目標４－３ まちの緑を豊かにする 

基本目標５ 快適な都市空間が整うまち 

個別目標５－１ 快適な都市の基盤をつくる 

個別目標５－２ 移動しやすい都市をつくる 
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（社会の健康） 

基本目標６ 豊かな心を育むまち 

個別目標６－１ いつでも学べる場と機会を充実する 

個別目標６－２ 地域のスポーツ活動を推進する 

個別目標６－３ 大和の文化を守り育てる 

基本目標７ 市民の活力があふれるまち 

個別目標７－１ 互いに認め合う社会をつくる 

個別目標７－２ にぎわいのある地域をつくる 

個別目標７－３ 地域活動・市民活動を活発にする 

 

４ 全体的な共通事項について 

○ 個別目標の記述にあたっては、基本構想に掲げる施策の方向性を踏まえつつ、これまでの取り

組み結果や社会状況を考慮しながら、現状と課題を明らかにするとともに、課題解決に向けた取

り組み方針を記述してください。 

○ 個々の施策においては、相互に関連性が強いものがあることから、施策ごとに分断的に記述す

るのではなく、できる限り相関関係の分かる横断的な記述としてください。また、専門的な用語

などの使用にあたっては、注釈を付すなど、分かりやすい工夫を行ってください。 

○ 市民団体やＮＰＯ法人の増加など、新たな公共の担い手も一層増えてきていることから、様々

な分野における公共サービスの提供にあたっては、これらの団体との積極的な連携とともに、そ

の取り組み内容を市民に分かり易く記述してください。 

 

５ 個別目標について 

(1) 基本目標１に関連して 

○ 高齢化率の上昇にあわせ介護施設に入所する人が増える中で、在宅サービスとバランスのとれ

た支援について記述してください。 

○ 地域福祉の推進については、自助や公助はもとより、共助の重要性が一層増すと考えられるこ

とから、地域活動団体などへの支援とともに、地域福祉を支える人材育成について記述してくだ

さい。 

 

(2) 基本目標２に関連して 

○ いじめ、不登校問題については、一人ひとりの状態を丁寧に把握し、早期に発見、対応につと

めるとともに、誰もがいじめや不登校に対する問題意識を持つための意識啓発の重要性について

記述してください。また、学校と家庭や地域との連携についても記述してください。 

○ 不妊症や不育症への対策に関し、今後、取り組みの成果が高められるよう、事業の充実などつ

いて記述してください。 
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(3) 基本目標３に関連して 

○ 災害への備えとして公助の取り組みはもとより、自助や共助の取り組みも非常に重要なもので

あるため、平常時からの意識啓発などについて体系的な整理を行いながら分かり易く記述してく

ださい。 

○ また、障がい者や高齢者などの災害時に援護を必要とする方々に対する取り組みについて記述

してください。 

○ 救命率の向上につながる救急救命活動における医師と救急隊員との情報の共有化について、記

述してください。また、指標については、救急車の医療機関到着までの所要時間に変更すること

が適切と考えます。 

 

(4) 基本目標４に関連して 

○ 二酸化炭素の排出抑制や再生可能エネルギーの普及拡大については、行政ばかりでなく、市民

や事業者における積極的な取り組みが必要であることを分かるように記述してください。 

○ 河川の水質保持については、市民一人ひとりの意識と取り組みが重要となるため、市民への意

識啓発など、その重要性を理解できるような分かりやすい記述をしてください。 

 

(5) 基本目標５に関連して 

○ 市の玄関口にふさわしい街づくりに向けて、大和駅周辺の再開発における大和駅東側第4地区

の複合施設の建設とともに、複合施設周辺の整備についても記述してください。 

○ 地域交通のネットワーク形成にあたっては、様々な主体による連携が図られるよう、総合的な

交通施策への取り組みについて記述してください。 

 

(6) 基本目標６に関連して 

○ より多くの市民がスポーツに親しむため、スポーツの観戦や支援の環境充実について記述して

ください。また、高齢者や障がい者のスポーツ活動についても記述してください。 

○ 文化芸術活動の推進にあたっては、創造することや鑑賞すること、また、支援することなど、

様々な係わり方があることを分かりやすく記述してください。 

○ 大和駅東側第４地区における複合施設の建設にあわせた生涯学習に取り組みやすい機会の提

供と、利用者拡大に向けた新たな視点による事業展開について記述してください。 

○ 大和駅東側第４地区の複合施設においては、質の高いコンテンツの提供を通じて市民の豊かな

心を育むとともに、収支バランスのとれた経営を行う必要があることを記述してください。 

 

 (7) 基本目標７に関連して 

○ 多文化共生の施策における外国人市民と日本人市民の相互理解のほか、外国人市民への情報提

供などを通した住みやすい環境の整備について記述してください。 

○ にぎわいのある地域の創出に向け、活用可能な資源を効果的に連携させたシティセールスの強

化について記述してください。 
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○ 地域活動や市民活動を推進する市民や団体などへの積極的な支援とともに、行政との連携強化

についても、市民に分かりやすく記述してください。 

 

６ めざす成果と指標、主な取り組みについて 

○ 前期基本計画と同様に、市民にとって分かりやすいめざす成果を指標とともに掲出してくださ

い。また、具体的な取り組みが、施策の成果を適切に反映したものとなるようアウトプット指標

の設定に努めてください。 

○ めざす成果を達成するための主な取り組みについては、新規の取り組みや充実していく事業な

どを中心に、取り組みの内容をできるだけ分かりやすく記述してください。 

 

７ 目標の実現に向けてについて 

○ 後期基本計画の推進にあたっては、掲出された目標の実現に向け、より具体的な方針を市民に

分かりやすい体系で示すことができるよう、以下のように個別の方針を再編するとともに、現状

と課題を踏まえた取り組み方針を記述してください。 

 

方針１ 分かりやすい行政経営 

１－（１） 相互理解に基づく行政経営 

１－（２） 目標設定に基づく行政経営 

方針２ 即応性の高い行政経営 

２－（１） 健全でな財政運営 

２－（２） 機能的かつ柔軟な組織づくり 

２－（３） 公共施設・公有財産の適正管理 

方針３ 人財を活かした行政経営 

３－（１） 職員の能力向上 

３－（２） 職員の意欲を高める職員配置 

 

 


